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■特集　人工知能学会共同企画─人工知能とは何か？

久木田水生（名古屋大学）

3 機械の中の道徳
　　　　2. エッセイ集

道徳的な機械を作る試み
　近年，道徳的に判断し行為する人工のエージェン

トを作る試みが行われており，「機械倫理」，「人工

道徳」などと呼ばれている．その背景にあるのは，

自律性の高い人工のエージェントがオープンな環境

で不特定の人間と接するような状況では，それが人

間の感情や健康や財産を害さないように振る舞う必

要があるという認識である．

　たとえばMichael Andersonらの開発しているシ

ステムは介護士が直面する倫理的なジレンマ状況に

おいて，実際に専門家が下す判断の事例から規則を

導出するというもので，手法としては帰納論理プロ

グラミングを使っている 1）．ここから分かるように，

彼らのプロジェクトは「人間が従っている規則を明

示化し，それを機械に実行させる」というアプロー

チをとっている．つまり彼らのアプローチは古典的

な記号的人工知能，論理的人工知能のパラダイムに

沿っている．

　論理的人工知能のパラダイムは人工道徳に従事

する研究者の多くに共有されている．その理由の 

1つは西洋哲学における伝統的な道徳概念である．

西洋哲学では人間の知性や理性は身体や感情とは切

り離されたもので，かつ個別の状況に依存しない普

遍性を持つものとされてきた．そして西洋の倫理学

の主流派は道徳的判断も知性や理性によってなされ

るものと考える．そのため倫理を機械的に実装する

のには論理的アプローチを使うのが自然なことだっ

たのである．

　しかし実際に人間の道徳はアルゴリズムに沿った

計算のようなものなのだろうか．20世紀の後半に

人工知能の発展が明らかにしたことは，人間の知能

は何も論理的なものばかりではなくもっと多様な要

素からなり，多様なやり方によって実現されている，

ということだった．そしてこれは合理的な推論や計

算を知性のコアと考えていた西洋哲学の伝統的な常

識を揺るがすことになった．道徳についても同じよ

うなことが起こりはしないだろうか．

科学が明らかにする道徳性
　近年，動物行動学，神経生理学，心理学などの分

野において，道徳性についての研究が盛んに行われ

ている．そしてそこで得られた結果は，従来の理性

中心主義的な理解とは異なった道徳の姿を示唆して

いる．特に顕著なのは道徳的意思決定における感情

の重要性である．

　2つ例を挙げよう．神経科学者の Antonio R. 

Damasioが報告しているある患者は，脳腫瘍の手

術の後，日常的な意思決定に困難を覚えるようにな

ったという．記憶や推論の能力には問題がなかった

が，よく調べると彼には感情を感じる能力が失われ

ていることが分かった 2）．ここからは感情が意思決

定において重要な役割を担っているという可能性が

示唆される．これが正しいとすれば，道徳的な意思

決定においても感情は重要な役割を果たしている可

能性が高い．

　神経経済学を提唱している Paul J. Zakによれば，

私たちの道徳性はオキシトシンやテストステロン

などのホルモンのレベルと密接にかかわっている 3）． 

オキシトシンのレベルが上がることは他者への信頼，

寛容さ，協力性などを増大させる．一方テストステ

ロンは敵意や攻撃性などを増大させる．オキシトシ

ンのレベルは相手から自分への信頼を示されたり，

相手と親密なコンタクトを取ったりすることで上

昇する．そこで道徳的な行動を促進するために Zak

が推奨する「処方箋」は「1日 8回のハグ」である．
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2 エッセイ集…3 機械の中の道徳

Moral mod Science （道徳を科学で割
った余り）
　科学が道徳性についてさまざまな新しい知見をも

たらす一方で，人工知能とロボット工学においては

道徳性を機械に実装する試みが行われている．しか

しながら今のところこの 2つは互いに交わらずに

進められている．道徳を機械に実装する試みが，限

られた状況でそして純粋に実用的な目的で行われる

限りでは，それでも良い．しかし道徳的な機械を作

ることによって人間の道徳性を明らかにすることを

目指すならば，道徳性についての近年の科学的知見

を反映した設計を考えることが必要である．

　そこで私はさまざまな分野の科学者，倫理学

者，人工知能研究者の協力を仰いで 2016年度から

「Moral mod Science」という研究プロジェクトを

立ち上げた．自然科学において得られた道徳性につ

いての新しい知見に基づいて道徳概念をアップデー

トし，それを反映した人工的なシステムを作ろうと

いうのが目論見である．実用的なシステムを作ると

いうよりはシステムを作ることによって道徳性の理

解に役立てることができれば良いと考えている．

　道徳は中々に捉えがたいもので，何を道徳的に良

いとみなすかは文化や個人によって異なっている．

しかし科学と人工知能の発展が道徳についてのより

良い理解を与えてくれるかもしれない．これは 20

世紀の後半に知能について起こったこととパラレル

である（図 -1参照）．私たちはこれが人間の道徳性

についてすべてを明らかにするとは期待していない．

道徳性には科学で説明しきれずに残されるものがあ

るだろう．それが何かを知り，それをどう扱えば良

いのかを考えたい．「Moral mod Science（道徳を

科学で割った余り）」という言葉はそのことを示し

ているのである．
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図 -1　人工知能と人工道徳
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